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管内報道機関との定例懇談会（４月）懇談項目 

 項     目 担 当 部 ポイント 

１ 
県北広域振興局 平成27年度地域経営

推進費事業の概要 
経 営 企 画 部 

平成 27 年度地域経営推進費については、「東日本大震

災津波からの早期復旧・復興」及び「圏域の地域特性

を生かした振興」を効果的に推進する事業に重点的に

活用します。 

２ 
県北広域振興局全戸配布広報誌「北い

わて復興最前線」の発行について 
経 営 企 画 部 

県北地域における復旧・復興の状況や復興に向けて取

り組んでいる人々の姿を地域の住民にお知らせするた

め、広報紙「北いわて復興最前線」を発行しました。 

３ 
平成 27 年度の久慈保健所・保健福祉

環境部の相談・受付業務について 
保健福祉環境部 

平成27年度における地域の皆様を対象にした相談・受

付業務についてお知らせします。 

４ 

久慈地域 健康★アマノミクス運動

として「適塩副菜レシピカード」「脳

卒中予防 FAST ポスター」の作成につ

いて 

保健福祉環境部 
脳卒中予防普及活動の取組として、「適塩副菜レシピカ

ード」「脳卒中予防FASTポスター」を作成しました。 

５ 
久慈地方ほうれんそう振興大会の開

催について 
農 政 部 

当地域の最重要品目である「ほうれんそう」につい

て、かつての輝きを取り戻すよう生産者の意識高揚

を図るため、「久慈地方ほうれんそう振興大会」を開

催します。 

６ 
「乾しいたけ料理コンクール入選作

品レシピ集」の作成について 
林 務 部 

「久慈地方乾しいたけ料理コンクール」入選作品の調

理方法をまとめたレシピ集を作成しました。 

７ 
山火事防止自動車パレードの実施に

ついて 
林 務 部 

山火事の発生危険期を迎え、地域住民に対し防火意識

の啓発を図るため、山火事防止自動車パレードを実施

します。 

 

 【その他配付資料】 

・月間行事予定表（平成 27年４月～平成 27年５月上旬） 

 

 



報道機関懇談会資料（2015/4/9） 県北広域振興局 

懇談項目１ 
県北広域振興局 平成 27年度地域経営推進費事業の概要 

（経営企画部）  

 

 県北広域振興局では、平成 27年度地域経営推進費事業を次のとおり実施しますのでお知

らせします。 

１ 平成 27年度地域経営推進費活用方針 

「東日本大震災津波からの早期復旧・復興」及び「圏域の地域特性を生かした振興」

を効果的に推進する事業に重点的に活用する。 

 

２ 平成 27年度地域経営推進費事業 全体の概要（平成 27年４月１日現在） 

37事業、46,390千円 

  個別事業の概要については別紙のとおり。 

 

３ 主な事業 

(1) 東日本大震災津波からの早期復旧・復興 （３事業 5,386千円） 

○ 久慈地域水産業復興支援事業＜№14＞（3,147千円・水産部）【継続】 

➢ 東日本大震災津波によって失われた販路の回復及び水産物の付加価値向上を達成

するため、各種イベント・量販店フェア等でのＰＲ活動や新商品開発、漁業者を対象

とした勉強会へ補助する。 

➢ また、久慈地域『海の幸』ＰＲ協議会キャラクター「タベルンジャー」の修繕を行

い、水産物の魅力発信のための広報活動を実施する。 

○ 久慈地域秋さけ種卵確保事業＜№18＞（778千円・水産部）【継続】 

➢ 震災の影響により平成 27 年のサケの回帰尾数の減少が懸念されることから、河川

での確実な親魚確保（種卵確保）と安定した秋サケ資源の造成を図るため、採卵に用

いるサケを河川に遡上させるために行う河口環境整備（砂で閉塞した河口の開放）の

取組へ補助する。 

(2) 圏域の地域特性を生かした振興 （34事業 41,004千円） 

【農林水産業の経営体の育成と産地形成】 

○ 集落営農組織活動支援事業＜№2＞（1,197千円・農政部）【新規】 

➢ 基盤整備事業地区に設立された集落営農組織において、それぞれの地域や組織の状

況に応じた作業体系を確立するため、直播栽培や畦畔管理技術の実証圃設置等を実施

する。 

○ 二戸型農作業労力確保チャレンジ事業＜№5＞（829千円・農政部）【新規】 

➢ 園芸農家の長期的な雇用労力確保の体制を確立するため、長期雇用に向けた試行モ

デル実証等に対して補助を行うとともに、新たな労力確保対策に係る検討会を開催す

る。 

 

 



 

○ コンテナ苗木を用いた低密度植栽普及事業＜№12＞（494千円・林務部）【新規】 

➢ 育林経費の低減による持続的な森林資源の循環利用を図るため、植栽作業が容易な

コンテナ苗木を用いた低密度植栽モデル林を造成し、普及啓発に向けた研修会を開催

するとともに、モデル林の育林過程調査を実施する。 

○ 北の海人（あま）養成塾＜№20＞（745千円・水産部）【新規】 

➢ 主に高校生を対象として漁業への興味・関心を深めてもらい、将来の漁業の担い手

とすることを目的に、浜での漁獲、加工、販売などの体験学習会を開催する。 

【地域における医療と健康づくりの推進】 

○ 命を守るＡＥＤ普及啓発事業＜№28＞（981千円・保健福祉環境部）【新規】 

➢ 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の利活用の促進により心筋梗塞等の救急患者の救命

率の向上を図ることを目的として、ＡＥＤの普及啓発等を行う。 

【定住環境の整備とコミュニティの活性化】 

○ 北三陸じぇし会プロデュース地域力強化・発信事業＜№32＞（497 千円・経営企画部）【新規】 

➢ 「若者・女性に魅力のある久慈地域」としてのイメージ定着と地域の若者・女性の

地域活動への興味・参加の機運醸成を図るため、「北三陸じぇし会」の活動の支援を

行う。 

○ カシオペア若者定住事業＜№33＞（2,710千円・経営企画部）【新規】 

➢ 若者の定住化と若者主体の地域づくりの機運を醸成するため、若者が自ら企画検討

した交流イベントの開催やカシオペアＦＭを活用した若者向けの情報発信を行う。 

【その他】 

○ スポーツの力で地域活性化事業＜№36＞（1,729千円・経営企画部）【継続】 

➢ 2016 希望郷いわて国体・希望郷いわて大会の普及啓発とスポーツ競技に関わる担

い手の拡大による地域活性化を図るため、国体普及啓発資料の作成、おもてなし研修

会、デモスポ体験会の開催を行う。 

○ 動物愛護管理普及啓発推進事業＜№37＞（254千円・保健福祉環境部）【新規】 

➢ 久慈地域の動物愛護管理意識の高揚を図るため、動物愛護シンポジウムの開催、動

物飼養ボランティアを活用した動物譲渡の推進を行う。 

 

 

 

担当：経営企画部企画推進課 下山 義彦 

電話：0194-53-4981 内線 315 



平成27年度地域経営推進費事業概要

番
号

事業名 概要
推進費
(円)

担当
部室

対象
地域

新規
・
継続

重点
化視
点

1
農業担い手育成推
進事業

　農業所得の向上や農地の集積など経営発展へ意欲のある経営体
の取組を支援するため、現地研修及び座学を開催するとともに、
経営発展の実践に必要な経費に対して補助する。
　また、新規就農者の定着支援を図るため、新規就農者レベル
アップ塾を開催するとともに、若い女性農業者を育成するための
セミナーを開催する。

2,700,000 農政部 全域 継続 ○

2
集落営農組織活動
支援事業

　基盤整備事業地区に設立された集落営農組織において、それぞ
れの地域や組織の状況に応じた作業体系を確立するため、直播栽
培や畦畔管理技術の実証圃設置等を実施する。

1,197,000 農政部 全域 新規 ○

3
畑地かんがいス
テップアップ事業

　畑地かんがい用水を利用した農作物の品質向上、安定した収量
の確保、農家所得の向上を図るため、有望な作物を対象に、散水
機材の導入及び効果実証を行い、利用技術の確立を図る。
　また、畑地かんがいを地域に広めていくため、畑かんマイス
ターの認定及び出前講座を開催するとともに、露地・施設園芸導
入の動きが加速している奥中山地区の状況を広く紹介し、普及啓
発を行う。

560,000 農政部 二戸 継続 ○

4
県北地域元気な野
菜と花の産地応援
事業

　ほうれんそうの連作障害の発生を防ぎ、ほうれんそう農家の経
営安定を図るため、生産者が土壌消毒の作業委託を行う場合の経
費に対して補助する。
　また、ほうれんそうの栽培規模拡大や経費節減を図るため、通
過型ハウスにおいて管理機を活用した機械化一貫体系の実証を行
う。

926,000 農政部 久慈 継続 ○

5
二戸型農作業労力
確保チャレンジ事
業

　園芸農家の長期的な雇用労力確保の体制を確立するため、長期
雇用に向けた試行モデル実証等に対して補助を行うとともに、新
たな労力確保対策に係る検討会を開催する。

829,000 農政部 二戸 新規 ○

6
県北地域元気な畜
産の産地づくり応
援事業

　子牛生産性の向上による所得の確保や経営規模拡大を図るた
め、和牛繁殖牛の分娩間隔の短縮に向けた新しい手法を定着させ
るための機器導入経費等に対して補助する。
　また、搾乳衛生管理の不足等の影響による乳質低下を改善する
ため、乳質モニタリング検査や現地指導経費等に対して補助する
とともに、飼養管理技術研修会を開催する。

848,000 農政部 全域 継続 ○

7
６次産業化トータ
ルサポート推進事
業

　農業の６次産業化を推進するため、６次産業化実践者を育成す
るための研修会を開催し、商品開発に対して補助するとともに、
販路拡大を支援する。
　また、６次産業化の先導的な役割を担う産直施設の誘客力向上
を図るため、研修会及び成果発表会等を開催する。

999,000 農政部 全域 継続 ○

8
久慈地域特産物生
産販売促進事業

　久慈地方産の山ぶどう等の認知度向上及び販路拡大を図るた
め、山ぶどう商品の開発、魅力発信等を行うとともに、量販店等
における販売促進活動費用に対して補助する。

1,280,000 農政部 久慈 継続 ○

9
地域ブランド商品
創出事業

　雑穀新品種（アワ「ゆいこがね」、もちキビ「キビ岩手糯１
号」）の販路拡大を図るため、新たに確認された機能性成分につ
いて、首都圏の健康食品企業等を対象にした説明会を開催すると
ともに、商品開発の支援を行う。
　また、低アミロース米「きらほ」の販路拡大を図るため、県内
沿岸地域の食品企業への紹介会を開催するとともに、取引支援及
び商品化支援を行う。

698,000 農政部 二戸 継続 ○

10
カシオペア連邦果
物の里ファン拡大
事業

　二戸地方のブランド果物の「コアなファン」を増やすため、ブ
ランド果物の収穫体験、首都圏量販店での販売促進、ＰＲ・キャ
ラバン等を行う。

690,000 農政部 二戸 継続 ○

11
久慈地方の「乾椎
茸」をもっと知っ
てもらいたい事業

　低迷している消費の回復や久慈地方産乾椎茸の認知度を向上さ
せるため、地元飲食店での提供に向けた取組を行うとともに、大
手量販店における販売促進活動へ補助等を行う。
　また、知名度向上を目指し、地域団体商標登録の実現に向けた
勉強会を開催する。

749,000 林務部 久慈 継続 ○

12
コンテナ苗木を用
いた低密度植栽普
及事業

　育林経費の低減による持続的な森林資源の循環利用を図るた
め、植栽作業が容易なコンテナ苗木を用いた低密度植栽モデル林
を造成し、普及啓発に向けた研修会を開催するとともに、モデル
林の育林過程調査を実施する。

494,000 林務部 二戸 新規 ○

13
浄法寺漆振興支援
事業

　長期の視点に立った漆資源の維持・確保及び将来にわたる漆資
源の安定化を図るため、漆資源の保全管理を行うとともに、若手
漆掻き職人を対象とした将来の漆生産確保対策活動へ補助する。
　また、浄法寺漆や浄法寺漆器について理解を深めてもらうため
のＰＲ活動を実施する。

950,000 林務部 二戸 継続 ○
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いわて県民計画
アクションプラン
［県北広域振興圏］

14
久慈地域水産業復
興支援事業

　東日本大震災津波によって失われた販路の更なる拡大及び水産
物の付加価値向上を達成するため、各種イベント・量販店フェア
等でのＰＲ活動や新商品開発、漁業者を対象とした勉強会へ補助
する。
　また、久慈地域『海の幸』ＰＲ協議会キャラクター「タベルン
ジャー」の修繕を行い、水産物の魅力発信のための広報活動を実
施する。

3,147,000 水産部 久慈 継続 ◎

15
浜の産直開始支援
事業

　産直開始の取組を拡大し、漁業生産者の生産意欲の向上と浜の
活性化を図るため、産直開業に必要な初期費用等へ補助を行うと
ともに、久慈地域に生息する食用海藻の活用に向けた講習会及び
先進地調査を実施する。

591,000 水産部 久慈 継続 ○

16
県北広域カワウ被
害防止対策事業

　カワウの食害による被害拡大の阻止と効率的な対策を進めてい
くため、広域的に連携した被害防止体制の構築等を行うととも
に、カワウ対策等を実施する。

829,000 水産部 久慈 新規 ○

17
静穏域を活用した
久慈地域新養殖種
開発事業

　久慈湾口防波堤建設によりできる海面静穏域の有効活用を図る
ため、「アワビかご養殖」の検証及び牡蠣養殖の試験を実施す
る。

620,000 水産部 久慈 継続 ○

18
久慈地域秋さけ種
卵確保事業

　震災の影響により平成27年のサケの回帰尾数の減少が懸念され
ることから、河川での確実な親魚確保（種卵確保）と安定した秋
サケ資源の造成を図るため、採卵に用いるサケを河川に遡上させ
るために行う河口環境整備（砂で閉塞した河口の開放）の取組へ
補助する。

778,000 水産部 久慈 継続 ◎

19
潜水漁業事故防止
運動

　アワビ・ウニの素潜り漁での事故防止を図るため、潜水漁業者
や管理者を対象とした安全講習会を開催するほか、緊急時に備え
た救急法の講習会を開催する。

345,000 水産部 久慈 継続 ○

20
北の海人（あま）
養成塾

　主に高校生を対象として漁業への興味・関心を深めてもらい、
将来の漁業の担い手とすることを目的に、浜での漁獲、加工、販
売などの体験学習会を開催する。

745,000 水産部 久慈 新規 ○

21
北いわて滞在型観
光推進事業

　県北圏域への観光客の誘客を図るため、広域的な情報発信によ
る誘客の促進に取り組むとともに、受入態勢の強化及び観光メ
ニューの充実化を行う。

3,152,000
経営企
画部

久慈 新規 ○

22
カシオペア体験交
流推進事業

　二戸地域の資源を活用した体験交流推進のため、体験交流の担
い手の育成、情報発信、ロケ誘致の取組を行う。

3,753,000
経営企
画部

二戸 新規 ○

23
折爪馬仙峡県立自
然公園活用事業

　折爪岳の認知度向上及び交流人口の拡大を図るため、モニター
ツアーや自然散策ガイドの育成、ヒメボタルフェスティバルの開
催へ補助する。

900,000
経営企
画部

二戸 継続 ○

24
久慈地域食産業売
上向上支援事業

　久慈地域の食産業事業者が行う売上向上に向けた取組を支援す
るため、イベント出展支援、バイヤーツアーの開催、県外共同商
談実施支援、事業者連携を促進する取組などを行う。

2,527,000
経営企
画部

久慈 継続 ○

25
二戸地域食産業育
成事業

　二戸地域の食産業を育成するため、とり肉の地産地消情報発信
や販路拡大支援を行うとともに、若手経営者等の育成及び商品力
強化支援へ補助する。

1,680,000
経営企
画部

二戸 継続 ○

26
北いわてものづく
り産業支援事業

　県北地域のものづくり企業における技術の伝承、技術革新を担
う人材育成及び新商品開発・販路拡大等を支援するため、県北も
のづくり改善塾、ものづくり産業交流会、高校生を対象とした人
材育成等を行う。

3,310,000
経営企
画部

全域 継続 ○

27

久慈地域「健康
（適量＆適塩）★
アマノミクス」推
進事業

　久慈地域の健康課題である脳卒中や肥満を予防・改善するた
め、専門研修及びイベントの開催、減塩の実践に係る普及啓発を
行う。

1,227,000
保健福
祉環境
部

久慈 継続 ○

28
命を守るＡＥＤ普
及啓発事業

　自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の利活用の促進により心筋梗塞
等の救急患者の救命率の向上を図ることを目的として、ＡＥＤの
普及啓発等を行う。

981,000
保健福
祉環境
部

全域 新規 ○

29
久慈平庭県立自然
公園環境整備事業

　県立自然公園の利用客の利便性及び快適性の向上により利用者
の増大、交流人口の拡大を図るため、平庭高原の登山道ガイドの
更新及び登山道刈払いに係る実施体制の整備等を行う。

476,000
保健福
祉環境
部

久慈 継続 ○

30
久慈地域森川海連
携推進事業

　「岩手県ふるさとの森と川と海の保全及び創造に関する条例」
に基づく３流域基本計画の一本化を環境保全活動団体や局内関係
各部等と連携し進めるため、流域協議会や環境に関する講演会を
実施する。

173,000
保健福
祉環境
部

久慈 継続 ○

31
カシオペア連邦森
川海連携推進事業

　「岩手県ふるさとの森と川と海の保全及び創造に関する条例」
に基づく次期流域基本計画を策定するため、流域協議会、流域視
察、先進地視察、環境講演会を開催する。

614,000
保健福
祉環境
部

二戸 新規 ○

地域資源を
生かした食
産業の振興

着地型観光
の展開

ものづくり
産業の振興

地域におけ
る医療と健
康づくりの
推進

良好な環境
の保全

農
林
水
産
業
の
経
営
体
の
育
成
と
産
地
形
成

水
産
業
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番
号

事業名 概要
推進費
(円)

担当
部室

対象
地域

新規
・
継続

重点
化視
点

いわて県民計画
アクションプラン
［県北広域振興圏］

32
北三陸じぇし会プ
ロデュース地域力
強化・発信事業

　「若者・女性に魅力のある久慈地域」としてのイメージ定着と
地域の若者・女性の地域活動への興味・参加の機運醸成を図るた
め、「北三陸じぇし会」の活動の支援を行う。

497,000
経営企
画部

久慈 新規 ○

33
カシオペア若者定
住事業

　若者の定住化と若者主体の地域づくりの機運を醸成するため、
若者が自ら企画検討した交流イベントの開催やカシオペアＦＭを
活用して地域で活動する若者の情報発信を行う。

2,710,000
経営企
画部

二戸 新規 ○

34
「海と山をつなぐ
道」トレイル事業

　地域間や人的な交流を促進するため、古くから沿岸部や内陸部
を結ぶ「塩の道」、新たな地域資源として期待される「みちのく
潮風トレイル」や「三陸ジオパーク」と関連付けたウォーキング
イベントを行う。

971,000
経営企
画部・
土木部

全域 継続 ○

35
地域のチカラ発信
事業

　地域の魅力や震災からの復興状況などを情報発信するため、全
世帯配布情報誌の発行や「復興の現場見学会」の開催等を行う。

1,461,000
経営企
画部

全域 新規 ◎

36
スポーツの力で地
域活性化事業

　2016希望郷いわて国体・希望郷いわて大会の普及啓発とスポー
ツ競技に関わる担い手の拡大による地域活性化を図るため、国体
普及啓発資料の作成、おもてなし研修会、デモスポ体験会の開催
を行う。

1,729,000
経営企
画部

全域 継続 ○

37
動物愛護管理普及
啓発推進事業

　久慈地域の動物愛護管理意識の高揚を図るため、動物愛護シン
ポジウムの開催、動物飼養ボランティアを活用した動物譲渡の推
進を行う。

254,000
保健福
祉環境
部

久慈 新規 ○

37事業 46,390,000

※「重点化視点」欄　　「◎」…東日本大震災津波からの早期復旧・復興、「○」…圏域の地域特性を生かした振興

合　計

定住環境の
整備と地域
コミュニ
ティの活性
化

その他
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報道機関懇談会資料（2015/4/9） 県北広域振興局 

懇談項目２ 
県北広域振興局全戸配布広報誌「北いわて復興最前線」の発行について 

（経営企画部）  

 

 県北地域における東日本大震災津波からの復旧・復興の状況について、住民に対して周

知し、本格復興に向けての機運を醸成するため、全戸配布広報誌「北いわて復興最前線」

を発行しましたので、お知らせします。 

 

１ 発行日及び発行部数 

  平成 27年３月 46,000部 

 

２ 配布先 

 (1) 久慈地域（久慈市、洋野町、野田村、普代村）及び二戸地域（二戸市、一戸町、軽

米町、九戸村）の全世帯（平成 27年３月に配布完了） 

 (2) 久慈地区合同庁舎及び二戸地区合同庁舎の１階県民ホールへ配架 

 

３ 主な内容（詳細については別添のとおり） 

(1) 久慈地域における復旧・復興の進捗状況 

みちのく潮風トレイルの見どころ、三陸鉄道の全線運行再開、三陸沿岸道路の整

備状況について紹介 

 (2) 復興リポート 

    久慈市、洋野町、野田村、普代村の復旧・復興の状況について紹介 

 (3) 復興インタビュー 

久慈地域及び二戸地域において、復興に向けた取組に尽力されている方々へイン

タビュー 

 (4) その他 

二戸地域のトピックス、復興の現場見学会、2016 希望郷いわて国体・希望郷いわ

て大会開催に向けてのＰＲなど 

 ※ 本誌の一部内容については、動画で見ることができますので、スマートフォンなど

で御覧ください。 

 

担当：経営企画部企画推進課 下山 義彦 

電話：0194-53-4981 内線 315 



報道機関懇談会資料（2015/４/９） 県北広域振興局 

懇談項目３ 
平成 27年度の久慈保健所・保健福祉環境部の相談・受付業務について 

（保健福祉環境部）  

 

久慈保健所・保健福祉環境部は、地域の皆様が健康で安全・安心な生活を送れるよう、様々

なサポートを行っています。平成 27年度の相談・受付業務は以下のとおりです。 

 

１．からだやこころの健康のために 

医療に関する相談、体やこころに関する相談を行っているほか、必要に応じて専門的な相

談機関の紹介を行っています。また、希望により匿名・無料で検査を受けられるものがあり

ます。 

（内容） 

医療相談（医療に関する相談ほか）、一般健康相談、女性健康相談、思春期相談、酒害相談、栄養相談

（栄養成分表示店の登録など）、精神障がい者に関する相談、エイズ相談及びＨＩＶ抗体検査、ウイル

ス性肝炎相談及び抗体検査、性器クラミジア相談及び病原体検査、骨髄バンク相談及びドナー登録受

付、こころの健康相談及び専門家による対応 

 

２．生活の維持・向上のために 

ひとり親世帯に対する支援や子育てに対する助言を行うほか、配偶者による暴力や児童虐

待についての相談等を受け付けています。生活に困窮する世帯に対しては、生活保護の相談

を行っています。 

（内容） 

母子（父子寡婦）福祉（就労支援、貸付金の貸付）、子育て（相談、支援）、配偶者による暴力（相

談の受付等）、児童虐待（虐待を発見した際の通告相談）、生活保護（相談、実施）、ろうあ者・盲

ろう者（手話による支援） 

 

３．安全・安心な環境のために 

環境や衛生に関する様々な相談、許可、試験の受付や野生鳥獣の保護等を行っています。 

（内容） 

食品衛生（営業許可や苦情相談）、産業廃棄物（許可、届出、苦情相談）、水質汚濁、大気汚染、

土壌汚染（相談、苦情相談、届出）、野生鳥獣保護、狩猟の適正化（相談、保護）、犬の適正飼育

指導、犬や猫の引取り（有料）、飲用水検査（井戸水等の有料試験） 

 

 

 

 

 

 

「障がい者の 

社会参加促進」 

「児童虐待防止」 「エイズへの 

理解・支援」 

「女性に対する 

暴力根絶」 

「乳がん早期発見」 「世界中の妊産婦 

の命を守るｼﾝﾎﾞﾙ」 

 

 

 
担当：保健福祉環境部企画管理課 阿部 靖子 

電話：0194-53-4987 内線 244 



平成 27年度の久慈保健所・保健福祉環境部の相談・受付業務一覧 

 

内容 受付日 受付時間 担当課 備考 

・医療相談（医療に関する相談ほか） 月～金 8：30～17：15 企画管理課  

・一般健康相談、女性健康相談、思春期保健相談 月～金 8：30～17：15 保健課  

・酒害相談 月～金 8：30～17：15 保健課  

・栄養相談 月～金 8：30～17：15 保健課  

・精神障がいに関する相談 月～金 8：30～17：15 保健課  

・エイズ相談及びＨＩＶ抗体検査 第 2火曜日 15：00～18：00 保健課  

・ウイルス性肝炎相談及び抗体検査 第 2火曜日 15：00～18：00 保健課  

・性器クラミジア相談及び病原体検査 第 2火曜日 15：00～18：00 保健課  

・骨髄バンク相談及びドナー登録受付 第 2火曜日 15：00～18：00 保健課 要予約 

・こころの健康相談（保健師による対応） 

こころの健康相談（専門医による対応） 

保）月～金 

専）第 3金曜日 

保）8：30～17：15 

専）13：30～ 

保健課 

専門医は 

要予約 

・母子父子寡婦福祉（就労支援、貸付金の貸付） 月～金 8：30～17：15 福祉課  

・子育て（相談、支援） 月～金 8：30～17：15 福祉課  

・配偶者による暴力（相談の受付等） 月～金 8：30～17：15 福祉課  

・児童虐待（虐待を発見した際の通告相談） 月～金 8：30～17：15 福祉課  

・生活保護（相談、実施） 月～金 8：30～17：15 福祉課  

・ろうあ者・盲ろう者（手話による支援） 月～金 8：30～17：15 福祉課  

・食品衛生（営業許可や苦情相談） 月～金 8：30～17：15 環境衛生課  

・産業廃棄物（許可、届出、苦情相談） 月～金 8：30～17：15 環境衛生課  

・水質汚濁、大気汚染 

土壌汚染（相談、苦情相談、届出） 

月～金 8：30～17：15 環境衛生課  

・野生鳥獣保護、狩猟の適正化（相談、保護） 月～金 8：30～17：15 環境衛生課  

・犬の適正飼育指導 

犬や猫の引き取り（有料） 

指）月～金 

引）木曜日 

指）8：30～17：15 

引）9：00～9：30 

環境衛生課  

・飲用水検査（井戸水等の有料試験） 毎月 2回 ― 環境衛生課  



 



報道機関懇談会資料（2015/４/９） 県北広域振興局 

懇談項目４ 

久慈地域 健康★アマノミクス運動として 

「適塩副菜ﾚｼﾋﾟｶｰﾄﾞ」 

「脳卒中予防FAST ﾎﾟｽﾀｰ」の作成について 

  （保健福祉環境部）  

 

 このたび、久慈保健所では、表題のレシピカードとポスターを作成しました。 

 これらの教材をフル活用し、今年度さらに、適量・適塩・適動の呼びかけと併せたトータルな

脳卒中予防普及活動を展開します！ 

 

【 概 要 】 

(1) 適塩副菜レシピカード 

  管内の減塩実践リーダー（食生活改善推進員・給食施 

 設・飲食店・市町村等）から収集した「１品あたり野菜 

 等 50ｇ程度、塩分 0.5ｇ以下」の適塩副菜を４０品掲載。 

  リーダーにより広く地域に普及し、高塩分の漬物⇒適 

 塩副菜へ と食生活の改善を図ります！ 

 ・規格：Ａ５判、50ページ 

 ・作成部数：１，７００ 部 

 ・配付先：食生活改善推進員、給食施設、飲食店等 

 

(2) 脳卒中予防ＦＡＳＴポスター 

  国立循環器病研究センター(大阪府)が開発し普及して 

 いる脳卒中の前ぶれ症状「ＦＡＳＴ」ポスターを提供い 

 ただき、久慈地域で印刷作成したものです。 

  管内公共施設、地区集会所、事業所等に掲示し、もし 

 もの時の脳卒中早期発見と早期受診を呼びかけます。 

 ・作成部数：１，０００ 枚 

 

  

 

 

担当：保健福祉環境部保健課 後藤未央子 

電話：0194-53-4987 内線 245 



報道機関懇談会資料（2015/４/９） 県北広域振興局 

懇談項目５ 
久慈地方ほうれんそう振興大会の開催について 

（農政部）  

   

 久慈地方では、昭和 55年の冷害を契機に地域の気象条件に適した作物として、生産者及び

関係機関が一体となって「ほうれんそう」の振興を図ってきました。生産量は着実に拡大し、

平成 13年から 16年に掛けては年間の販売額は 10億円を超えていましたが、生産者の高齢化

や担い手不足などにより近年は 5億円台まで減少しております。さらに平成 26年の雪害の影

響により生産意欲の低下が懸念されております。 

 「ほうれんそう」は当地域の最重要品目であり今般「ほうれんそう振興ビジョン」を策定

したことから、かつての輝きを取り戻すよう生産者の意識高揚を図るため、本大会を開催す

るものです。 

 

開催概要 

   

 １ 開催日時 
   平成 27年 4月 23日（木）- 10時から 
  
 ２ 場所 
   ロイヤルパークカワサキ（久慈市長内町） 
  
 ３ 主催等 
   主催 新岩手農業協同組合 
    〃  新岩手農業協同組合久慈地域野菜部会 
   共催 久慈地方農業農村活性化推進協議会 
 
 ４ 内容 
  (1) ほうれんそう栽培研修会 「今年度から使用する品種の特性について」(10:00～ ) 
    講師 久慈農業改良普及センター 村上技師       
  (2) 基調講演 「元気の出る野菜栽培、今年を占う」            (10:15～ ) 
    講師  山清商店 代表取締役社長 前澤 清 氏  

  (3) 大会                                                        (11:30～ ) 

    ・ほうれんそう産地拡大ビジョンの確認 

    ・大会決議    

 ５ 参集範囲 

   新岩手農業協同組合久慈地域野菜部会  300名                 

    市町村、管内農業関係機関、団体    50名                 

             

                    

担当：農政部農業振興課 高橋文章 

電話：0194-53-4983 内線 223 



報道機関懇談会資料（2015/4/9） 県北広域振興局 

懇談項目６ 
「乾しいたけ料理コンクール入選作品レシピ集」の作成について 

（林務部） 

 

 県北広域振興局林務部では、「久慈地方乾しいたけ料理コンクール」入選作品の調理方法を

まとめたレシピ集を作成しました。 

 美味しくて健康にもよい乾しいたけをもっと身近に食べてもらうために、ご家庭ではもち

ろんのこと、飲食店での活用も期待しています。 

 本レシピは、産直などで配布するほか、県のホームページでも閲覧できます。 

 

 レシピ集には、昨年 2 月に開催した「久慈地方乾しいたけ

料理コンクール」の入選 10作品のほかに、手軽に作れる２つ

の料理を加えた 12のレシピを掲載しました。 

 乾しいたけの店頭販売の際に、手作りのレシピが大変好評

だったことから、レシピ集を作成したものです。 

 

【久慈地方の乾しいたけ】 

 海と山で囲まれる岩手県北三陸の冷涼な気候を巧みに利

用し、豊かな自然の中で栽培しています。肉厚で、食感・味

ともに優れ、全国乾しいたけ品評会でも何度も農林水産大臣

賞を受賞しており、全国的に高く評価されています。 

 また、しいたけは食物繊維やビタミンが豊富で、低カロリ

ーの健康食品として注目されています。 

 

【久慈地方乾しいたけ料理コンクール】 

 ４人分の材料費 2,000 円以内、１時間で調理できる、乾しいたけを使った手軽な料理を

募集したところ、県内 52名の方から 62点の応募がありました。 

 この中から書類審査で選ばれた８名の方が、県立久慈東高校を舞台にアイデアあふれる

料理を競い合い、審査の結果、最優秀賞１作品、優秀賞２作品、優良賞５作品を決定し、

書類審査で高く評価された特別賞２作品を加え10作品を入賞作品として選定しました。（平

成 26年２月） 

 

【写真】 

 写真で女性職員が身に着けているエプロンは、レシピ集の作成に合わせて、新たに久地

地方産乾しいたけのＰＲのために作成したものです。 

 キャラクターは「ゲンボくん」と「森の幸っちゃん」です。 

 

 担当：林務部林業振興課 三宅隆志 

電話：0194-53-4984 内線 226 



報道機関懇談会資料（2015/4/9） 県北広域振興局 

懇談項目７ 
山火事防止自動車パレードの実施について 

（林務部） 

 

 山火事の発生危険期を迎え、地域住民に対し防火意識の啓発を図るため、地域の関係団体

と連携した山火事防止自動車パレードを実施します。 

 

１ 開催日時  平成26年４月14日（火）出発式 9：00～9：10（雨天決行） 

パレード9：15～ 

２ 出発式会場 アンバーホール駐車場 （久慈市川崎町17‐1） 

３ 主   催 久慈地方林業振興協議会（会長：久慈市長） 

        県北広域振興局 

４ 内   容 消防団、協議会構成団体による自動車パレード 

(1) パレードコース ５コース 

第１班 久慈市大川目町・山形町方面 

第２班 洋野町種市方面 

第３班 久慈市宇部町・山根町方面 

第４班 野田村・普代村方面 

第５班 久慈市夏井町・侍浜町・洋野町大野方面 

(2) 参加団体（17団体、予定） 

三陸北部森林管理署久慈支署、久慈市、洋野町、野田村、普代村、 

久慈広域連合消防本部、久慈市消防団、洋野町消防団、野田村消防団、普代村消防団、

久慈地方森林組合、野田村森林組合、岩手県森林整備協同組合、岩手県木炭協会、 

久慈地区国有林材生産協同組合、九戸木材協同組合、県北広域振興局林務部 

(3) 参加車両数・人数（予定） 

車両数 25台   参加人数 43人 

５ 参考 岩手県山火事防止運動月間の設定 

(1) 山火事防止運動統一標語 「伝えよう 森の大事さ 火の怖さ」 

(2) 山火事防止運動月間   平成27年3月1日から平成27年5月31日まで 

(3) 重点事項 

 林野火災の発生状況及び発生原因から、下記事項を中心に県民一人ひとりの注意を喚

起し山火事防止の徹底を図る。 

ア 強風時及び乾燥時には、たき火、火入れ、野焼きをしないこと 

イ 枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火、野焼きをしないこと 

ウ たき火の場所を離れるときは完全に消火すること 

エ たばこの吸い殻を投げ捨てないこと 

オ 火入れを行う際、許可を必ず受けること 

カ 火遊びはしないこと 

 
担当：林務部林業振興課 三宅隆志 

電話：0194-53-4984 内線 226 



日 曜 行　　　　　事 時間 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

11 土 陸中ホルスタインブラック＆ホワイトショウ 洋野町
大野地区共同利用模範
牧場

ＪＡいわて久慈 52-1311

11 土
大野パークゴルフ場オープニングセレモ
ニー（予定）

洋野町
大野キャンパス内同施
設

大野ふるさと公社 77-3202

13 月 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2123

14 火 久慈地区山火事防止自動車パレード 9:00～ 久慈市 アンバーホール ◎○ 林業水産課 52-2122

18 土 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2123

19 日
【定例】べっぴんまつり産直市（毎月第３日
曜日）※要問合せ

久慈市
新山根温泉べっぴんの
湯

新山根温泉べっぴ
んの湯

57-2222

23 木 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2123

25 土 久慈春まつり開会式 11:45～ 久慈市 新町十段通り商店街 ◎ 観光交流課 52-2123

26 日 海女センターオープニングイベント 10:00～ 久慈市 小袖海女センター ○ 観光交流課 52-2123

27 月 小袖定置網組合番屋竣工式 10:30～ 久慈市 小袖定置網組合番屋 ◎ 林業水産課 52-2122

28 火 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2123

平成27年５月上旬

日 曜 行　　　　　事 時間 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

2 土 久慈環境緑化まつり（～4日） 久慈市 アンバーホール
久慈環境緑化まつ
り実行委員会事務

局
52-2111

3 日 水車まつり 久慈市 桂の水車広場（山根町）
山根六郷研究会事
務局

53-5281

3 日 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2123

3 日 【定例】くるま市（４月～12月の第１日曜日） 久慈市 桂の水車広場
山根六郷研究会事
務局（久慈ステー
ションホテル内）

53-5281

3 日 ぱあぷる春まつり（～4日） 10:00～16：00 野田村 観光物産館ぱあぷる前 野田村産業振興課 78-2926

3 日 おおのキャンパス一人一芸交流祭（～5日） 洋野町 おおのキャンパス ◎
ひろのイベント実行
委員会

77-2111

3 日 アグリパークおおさわ春の感謝まつり（～5日） 洋野町 アグリパークおおさわ
アグリパークおおさ
わ

66-2662

3 日 宿戸ウニ直売会（～4日） 洋野町 宿戸漁港 種市南漁協 75-3611

5 火 緑の村こどもまつり 普代村 自然休養村「緑の村」広場
緑の村こどもまつり
実行委員会

35-2115

8 金 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2123

◎局長出席　　　☆技監（保健所長）出席　　○部・室長等出席

場所

平成2７年４月 行  事  予  定  表

場所


